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Appearance factors of individual with one less leaf

and its characteristics in paddy rice.

Masahiro YAMAGUCHI, Takeo AOKI, Kenjiro MAENAMI and Masaharu FUKUDA

Summary

The total leaf number on the main stems of rice were investigated in paddy field.
A individual lessened one leaf number in total. The upper internodes and panicles of
this type were longer than those of usual one, while its lower internodes were shor-
ter. It is suggested that the less-leaf type did not appear a suitable leaf to flag
leaf of usual one. In the same field of the same year, there was no difference of
lodging resistance between these types. Heading date of the less-leaf type was 2 or
3 days earlier than that of usual one. When seedlings were densely transplanted,
ratio of the less-leaf type increased. It was like in the lower basal dressing of
nitrogen too. And when tiller number was many, ratio of this type increased also.
It was considered that appearance of the less-leaf type dependedonnitrogen concent-

ration in the rice plant.

(Bull. Tochigi Agr.
Exp. Stn.

No.35:1~8

)
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水稲の主桿総葉数の違いによる形態的，

　　　　生態的な差異及び出現要因※

山口正篤・青木岳央・前波健二郎※※・福田正治※※※

　　　　　　　1　緒　　言

　水稲の節間長を調査した場合，しばしば2つ

のタイプが存在する．これは松葉L2）のポット

試験及び圃場における1本植の調査により，主

桿の総葉数が1枚異なる主桿の生育型の違いと

して報告されている，主桿総葉数の違いによる

形態の違いは，種々の試験における葉身長，節

間長などの形態調査において留意すべき重要な

点である．さらに異なるタイプの生態的な差異

は，その出現割合によっては追肥時期の決定の

ための出穂期予測などにとって重要な違いをも

たらす．筆者らは4〜8本植の圃場における通

常の栽培条件において，主桿総葉数の違いによ

る形態及び生態の差異について調査し，異なる

タイプの出現要因についていくつかの知見が得

られたので報告する．

　　　　　　　韮　調査方法

　栃木農試内水田のコシヒカリについて，1983

年及び1984年の2力年，主桿総葉数の違いによ

る形態的な差異について調査した．1983年には

倒伏軽減剤（N　T　N−821）処理及び基肥窒素

量の差に対する形態の反応の差について調査し

た．また1984年には倒伏抵抗性の違いについて

出穂後30日に挫折重をE　O−3型を用いて調査

し，1985年には星の光の，1987年にはコシヒカ

リの出穂期の違いについて調査した．これらは

基本的に同一圃場同一処理区の株を調査した．

水田土壌は厚層多腐植質多湿黒ボク土で，移植

は5月7〜9日，栽植密度は23．8株／誼，1株

植付け本数は4本である．基肥窒素は0．4〜O．6

kg／aで，移植後35日から間断灌水とし出穂前15

日に穂肥として0．3kg／aの窒素を施用した．

　さらに1986年には栃木県今市市の現地圃場に

おいて，コシヒカリを用いて，育苗箱当たりの

播種量を140gと180gの2水準，栽植密度を

20，8株／誼と25．6株／�uの2水準，1株植付け

本数を4本と8本の2水準をとり，それらを組

み合わせ2反復で主桿総葉数の異なるタイプの

形態及び出現割合の違いについて調査した．水

田土壌統群は栃木農試水田と同じで，移植は5

月6日，基肥窒素は0，4kg／aとし，出穂前17日

及び出穂前8日に穂肥窒素を各0，2kg／a施用し

た。

　栃木農試での調査個体数は，移植後から葉令

のマークを付けてある主桿について，1区当た

り20〜40個体であった．今市の現地での調査個

体数は，同様にマークをつけてある主桿につい

て1処理当たり10個体であった。

　さらに栃木農試の基肥窒素量の異なる圃場に

おいて主桿総葉数の異なるタイプの出現率につ

いて1987年に調査し，同一栽培条件のもとで13

年間調査した作柄診断圃のコシヒカリについて，

異なる主桿総葉数のタイプの出現率と気象条件

との関係について検討した，

　なお，本報告での葉数は不完全葉を除いてあ

る．

※本報告の概要は作物学会関東支部会（1987年12月）で報告した。

※※現普及教育課　　　※※※栃木県今市市
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